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　會員の誹　本會大連支部幹事εして多年本會のために蓋力された石川鐘
治氏は去る三月十七日逡に永眠されナこ．誠に哀悼の情に堪へない．因に同
氏三十飴年の長い間，小學教育につくされた人で昨年の御大典には教育功
欝者εして表彰されナこ一人であっナこ．行年五十六
　事務室より　荒木助教授に次いで，上田助教授もアメリカへ赴かれ，日食
齪測隊も出記し，それに學年末で素生は少く，濡話は至って静です．山本
先生の御不在中は二階の先生の室へ移って仕事をして居ります。出來るだ
け間蓮の無い様に，叉出來るだけ合計を豊にする襟に心掛けて居ります。
　　　　　　　　　　香　港　よ　り
　皆様の御見迭りを受けて，去る二十四日朝京都を出で．各紙に停るのん
氣な汽車で三の宮へ十一時前に着．ヂランテイア観測者ξして宮澤誤記が
芦屋から同車しましナこから，之れで一一行は六名ξなりました．
　沸戸ではオリエンタル。ホテルで少懇．こさんの族行のナこめ始めから大
道に御世話になつナこ大阪の奥村幸二郎氏を加へて，皆が午餐を認めt後，
午後一時のランチでメリク’ン波止場から「たこま丸」に乗り込みましナこ．船
まで腰試って下さつナこ方方は，河戸支部の改嚢臨御一家を始め，合計国十
入ばかり，教室の新理學士山村森川爾君や，大阪の奥村上村爾氏，中村君
の御奪父や御兄妹，芦屋の安東御夫妻なさ．御かけで船のサルーンは暫く
大賑はひでしナこ．
　船は正二時に錨を抜きましたが，室は曇り乃至小雨で，内海の景色も好
くは見えませんでしk．一面の曇り室は實は今日（香港へ着く日）まで退
いてゐます．只，昨日だり’は一寸室の一部が晴れて，太陽が見え，又，夜
には星も見えましtc．昨夜見える筈の「南十字架星座」は駄目でしたが，只
カノプス星が高く，北極星が低いのを見ました，
　門司へ船が着いた二十五日の夜は下關で恵藤，廣津其の他の會員たちに
迎ネられ，講演會後は墨入が河村氏宅ミ廣津氏宅に泊りまし九
　今朝早く香港に着きました．明朝出帆します．
　　　四月一日　　　　　　　　「たこま丸」にて　　山　本一　清
